







































































































1. 藤田庄市『オウム真理教事件』 (Asahi news shop 22) 朝日新聞社、1995年 5月。
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1. 『オウムという悪夢』（別冊宝島 229）、1995年 8月。
2. 中沢新一責任編集『オウム真理教の深層』(Imago第 6巻第 9号) 青土社、1995年 8
月。
3. 朝日新聞社編『何がオウムを生み出したのか――17の論考』(Asahi news shop 29)
朝日新聞社、1995年 8月。





























news shop 21) 朝日新聞社、1995年 5月。
































3. 村上春樹『約束された場所で――Underground 2』文藝春秋、1998年 11月。
これらの本を通読すると、信者たちがほぼ共通して、人生の虚しさを感じ（ルポ 3）、自己
の存在の無意味さに耐えられずに（手記 3）、超能力や神秘体験（クンダリニー・ヨーガ








0.2.4 2.4. 戦後 50年とオウム真理教
ここまでは、「オウム真理教事件とは何か」という問と「オウム真理教とは何か」とい
う問とを区別することなく、オウム真理教あるいはオウム真理教事件に関する図書の紹介



































































2. パトリシア・スタインホフ / 伊東良徳『連合赤軍とオウム真理教――日本社会を語
る』彩流社、1996年。
このうち、1はすでに紹介した。また 2に関しては、内容的に見るべきものはない。













































































































































































































編集『オウム真理教の深層』(Imago 6巻 9号)青土社、1995年 8月、pp. 211-243。
［麻原の瞑想体験を評価しつつ、その階梯のおかしさを指摘している。］
3. 中沢新一「「尊師」のニヒリズム」、中沢新一責任編集『オウム真理教の深層』(Imago



















院」『オウムという悪夢』（別冊宝島 229）、1995年 8月、pp. 72-83以外には、これまで、
まとまった論考は見あたらないように思える。ただし、この論考も、カルトという視点で、
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オウム真理教をグローバルな形で論じたものであり、宗教原理主義をも視野に入れた形で
オウムを論じたものは、いまだ存在しないのである。従ってこの点は、今後の重要な課題
となるだろう。
0.5.3 付記
この研究ノートは、2000年 7月 8日に北陸宗教文化学会第７回学術大会で発表したもの
に基づいている。そこでの発表において、上記のような二つの欠落について指摘したのち
に、欠落 1のうちのカルトに関する欠落を補うものとして、ロバート・J・リフトン『終
末と救済の幻想』（渡辺学訳）岩波書店、2000年が、また、欠落 2を補うものとして、宮
内勝典『善悪の彼岸へ』集英社、2000年が出版されたことを付け加えておきたい。
「研究ノート：オウム真理教の捉え方」『北陸宗教文化』13、2001.03、pp.305-327。
